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下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現
に
関
す
る
質
問
主
意
書

下
関
北
九
州
道
路
は
、
北
九
州
市
と
下
関
市
の
都
心
部
を
直
結
す
る
こ
と
で
関
門
地
域
の
一
体
的
発
展
を
支
え
る
と
と
も

に
、
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る
、
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
、
関
門
橋
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や
代
替
機
能
を
確
保
す
る
、

西
日
本
地
域
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
道
路
と
北
九
州
市
で
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
性
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で

も
あ
る
。

下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現
は
、
地
方
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
国
の
高
度
な
技
術
力
や
知
見
に
よ
る
支

援
、
財
政
支
援
な
ど
、
国
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
実
施
を
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
下
関
北
九
州
道
路
調
査
検
討
会
」
に
よ
る
基
礎
的
な
調
査
検
討
の
成
果
を
踏
ま
え
、
事
業
化
に
向
け
た
次
の
調
査
段
階

で
あ
る
、
国
に
よ
る
計
画
段
階
評
価
等
の
手
続
き
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

二

早
期
整
備
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
な
ど
官
民
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
整
備
手
法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

一



る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

全
国
的
な
貨
物
輸
送
網
の
形
成
を
図
る
た
め
、
物
流
上
で
特
に
重
要
な
道
路
区
間
に
つ
い
て
「
重
要
物
流
道
路
」
と
し
て

指
定
を
行
い
、
機
能
の
強
化
や
重
点
的
な
整
備
を
行
う
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
下
関
北
九
州
道
路
は
、
関
門
地
域
に
集
積
す

る
多
数
の
物
流
拠
点
の
連
絡
性
を
向
上
し
、
広
域
物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
本
州
と
九
州
を
結

び
、
物
流
に
お
け
る
大
動
脈
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
「
重
要
物
流
道
路
」
に
指
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

災
害
対
策
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
観
点
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
下
関

北
九
州
道
路
の
想
定
ル
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
や
関
門
橋
が
通
る
門
司
区
が
出
入
り
口
で
は
な
く
、
小

倉
北
区
が
出
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
物
流
や
観
光
の
拠
点
と
し
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
た
門
司

区
へ
の
旅
客
・
貨
物
の
流
入
が
減
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
へ
の
影
響
を
十
二
分
に
考
慮
し
、
き
め
細
や
か
な
政
策
実

行
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


